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長崎県教育委員会 麓



子どもの身近に本を置き

お父さんも お母さんも一緒に

本の世界を楽 しみましょう

,幼い頃の読み語りから始めて

やがて、家族がそれぞれに好きな本を

読む家庭読書タイムまで、子どもの成長に

合わせて楽 しみましょう。

こうして育まれた読書習慣は、
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…■ィ子どもにとって大きな財産となります。

広げよう 家族10分間読書運動
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たくさんの本と出会わせ、
家族をつなぐお気に入りの本を見つけましょう。

子どもは目で絵を読み、耳 /b｀ ら言葉を感じています。
自然な声で、ゆっくりと、心を込めて読みましょう。

読んでいる間、質FcD]を したり、感想を間しヽたりせずに、
子どもが絵本の世界をゆったりと楽しめるようにしましょう。

読み語りは文字が読めるようになっても続けましょう。
絵本から本へとつなげて ¶O歳ぐらいまで。

イラス ト :絵本作家 武田美穂氏
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